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Body Percussion Activities for the Purpose of Communication: 
 Reconstruction assistance at Marumori Junior High School, Miyagi
Chihiro OBATA, Risa SATO, Marina MITO, Natsumi YAMAZAKI, Makiko KIKUCHI, Kengo YAGINUMA
　要約：東日本大震災後に４中学校が再編統合して設立された宮城県伊具郡丸森町立丸森中学
校に於いて，参加者同士の積極的な関わりがなされることを目的としたワークショップ「みんな

















































































































































































































































































































































出身小学校 A B C D E F G H I
参加した保護者 （名） 19 13 9 5 3 4 0 0 0
出身の生徒数 （名） 36 31 15 15 7 5 2 1 1















































































































図 12 質問３ 「本日の 『みんなでボディパーカッション！』 で、
今まで話したことのない保護者の方と話すことができま
したか？
ぜひ参加し
たい
25%
(14名)
機会があ
れば参加し
たい
61%
(34名)
どちらでも
よい
9%
(5名)
あまり参加
したくない
0%
(0名)
参加したく
ない
0%%
(0名)
無回答
5%
(3名)
図 13 質問５「このような企画にまた参加してみたいですか？」
－ 85 －
宮城教育大学 教育復興支援センター紀要　第３巻 (2015)
謝辞
　ワークショップの実施，並びに本稿の執筆にあたり，
丸森町立丸森中学校佐藤勝彦校長先生をはじめとする
丸森中学校の先生方，丸森中学校第２学年 PTA委員
長斎藤百合子氏をはじめとする PTA委員の皆様に多
大なるご協力を賜りました。心より御礼申し上げます。
付記
　本実践は宮城教育大学復興支援センターの支援を受
けて行われたものである。なお，ワークショップの企
画，研究の総括は小畑が担当し，ワークショップの実
践については佐藤，水戸，山崎，菊地と共に行った。
資料収集，アンケート調査結果の入力・集計，図表の
作成については菊地，八木沼が担当した。
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